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第１６４１回例会 会長挨拶 

会長 大石昭裕 

先週２０日に沼津西ＲＣの例会に出席してきました。当日のプ

ログラムは外部卓話で、講師は東京東江戸川ＲＣの嶋村会長で

した。嶋村会長は１回目の柿田川外来種駆除作業の企画・準備

にあって、当時の第２５８０地区米山奨学委員会の委員であり、

志熊委員長と共に中心的な役割を担った人物です。そのご縁も

あり、沼津西ＲＣで卓話するとの話を聞き、当日ＭＣした次第で

す。卓話の内容は「ポリオ」についてですが、嶋村会長は今年の

１月にＮＩＤ活動に参加するためにインドへ行かれそうです。ＮＩ

Ｄとは全国免疫接種＝全国一斉ポリオワクチン投与日のことで

す。あまり広くはしられていませんが、ロータリーはポリオ撲滅活

動に対して資金提供にとどまらず、世界各地で行われているポリ

オワクチン一斉投与のボランティアとして、世界各地から多くのロ

ータリアンが参加しているとのことです。ＮＩＤの初日はポリオＦＲ

ＥＥに向けた行進を展開し、２日目はブース内で、３日目は戸別

訪問を行い５歳以下の子供たちにワクチンを投与。対象になる

子供たちは１億数千万に及ぶそうです。 

ここ数年インドではポリオ症例は報告されていませんが、ポリ

オ常在国である隣国パキスタンからウィルス流入のリスクもあり、

ポリオＦＲＥＥが確立されるまで活動を継続していかねばならな

いそうです。単に寄付だけではなく、参加することにより、ロータリ

ーの繋がりや、いかにポリオ撲滅にむけてロータリーが努力して

きたかが、このような活動から分ります。 

次年度１０月２４日の世界ポリオデーに先立ち、第２６２０地区

でエンドポリオＰＲ＆募金活動を展開するとのことです。当クラブ

としてもＮＩＤ参加は無理でしょうが、せめてポリオプラス基金へ

の寄付を積極的に推進していかなければならないと思います。 

ジョン Ｆ.ジャーム 

生子 哲男 

大石 昭裕 

安本 晋 

毎週月曜日１２：３０点鐘 

沼津卸商社センター ２Ｆ 

〒411-0912 静岡県駿東郡清水町卸団地２０３ 

ＴＥＬ 055-971-6500 

〒410-0312 沼津市原１７７１－２  増田方 

ＴＥＬ 055-969-2321  ＦＡＸ 055-969-2322  

Ｅ－ＭＡＩＬ officework@rcj-nk.org 

 

 

 
スマイル報告 

 

  前田 守  米山奨学会へ。 

  小川隆洋 早退します。 

  川口尚史 ロータリー財団へ。 

  川口尚史 米山奨学会へ。 

  濱田清明 早退します。 

 
本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 沼津北ＲＣ 小林俊様 

ゲストはありませんでした。 
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会長挨拶 幹事報告 

■ 事務連絡 ■ 

＊ガバナー事務所より 

   青少年交換学友会全体総会のお知らせ 到着 

  ＊ロータリー米山記念奨学会より 

   ハイライトよねやま２０５号 到着 

     

■ 例会変更 ■ 

  ＊沼津ロータリークラブ 

   ５月５日(金祝)→祝日休会＜サインのみメークアップ無し＞ 

  ＊新富士ロータリークラブ 

   ５月２日(火)→振替休会 

   ５月９日(火)→特別休会 

   ６月２７日(火)→２４日(土)へ 

      

■ 週報到着 ■  

新富士ＲＣ・沼津ＲＣ 



◆次回例会プログラム◆ クラブ協議会（Ｒ財団地区目標と次年度以降の運営について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大石昭裕会長 

会費の値下げは事業内容を削らなければならないのでＮＧ。他

クラブは年間２８万円なのに対し、当クラブは年間２３万円と安い

ので、これ以上の値下げは出来ない。入会しやすくなるとの意見

があるのも解るが、内容が悪くなれば結果的に意味が無い。 

 

安本晋幹事 

ＲＩより寄付を求められているなか、近隣クラブと比べても当クラ

ブのみ寄付が極端に少ない現状であり、かつ出している方、出

していない方の差があるので、寄付を会費に含める一番良いの

ではないか？来年は太田ガバナー補佐を輩出し、寄付を求める

側となるのに、当クラブの現状では求めにくい。夜間例会費に関

しては、前回通常８千円のところを７千円でやってみたが、特に

遜色なかったと思うので良いと思う。 

 

川口尚史会員 

会費も 115,000 円と半端なので 120,000 円にすれば、一人年間

10,000 円増で、全体で 190,000 円増える事になる。次年度の予

算組みをしてみて、現状ではカツカツの状態であるので、値上

げは致し方ないと思う。その分クラブで何か多くが出来るので意

味があるのではないか。 

 

梅田欣一会員 

私は個人事業主なので会費は経費にならず、寄付は経費となる

ので別の方が助かる。そもそも寄付はＲ財団や米山奨学会等を

運営していく為の寄付なので、よく理解して寄付してもらえば良

いと思うが、全くしない人もいるのであれば会費の中に組み込む

のも良いと思う。夜間例会に関しては、一人８千円は変えずに会

員負担を５千円→６千円に増やしても良いと思う。 

 

齋藤悦生会員 

会計の事や、スマイルの使い道がよく理解していないが、例会

毎に千円入れれば月に３～４千円。単純に年間 43,000 円(例会

43 回)増える事となる。 

 

伊藤毅会員 

会費は常識の範囲内で値上げしていただけるのであれば賛成。

夜間例会は全額個人負担で良いのではないか。まず年長の古

泉さん太田さんに先頭に立っていただき、今後のクラブ活動に

ついて討議の場を設けていただけたら良いと思う。 

 

菊地勝男会員 

伊藤さんとほぼ同意見だが、出席率が低いのは根本的に解決

する必要があるのでは？以前から言っているが、職業奉仕が根

幹にあるので、寄付寄付と言わずにそこを考えた方が良い。魅

力あるクラブづくりが先決。 

 

太田昭二会員 

３０数年見て来て、４０人以上居た頃は賑やかで活気があった。

会員増強が大切なので、伊藤さん菊地さんが言われた根本的な

解決も必要だと思う。 

 

古泉榮一会員 

スタート時より、クラブの在り方は変わってきているが、今の時代

に合わせたあり方に変えていかなければならないと思う。 

 

坪内秀樹会員 

人数を増やすのが全ての活性化になるのではと思うが、やはり

声を掛けても経費節減が叫ばれる時代ではなかなか難しい。安

い方が誘いやすいのは確かで、その安いなりの活動を考えてい

くのが良いのではないか？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 出席数 出席率 
前々回 4 月 10

日修正出席率 

１８名 １７名 １４名 82.35% 82.35% 

 

 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・菊地・前田・梅田 他     計１４名 

 

欠席： 野口・荒川・中田                計３名 

 

ＭＵ：  小川・石川                    計２名 

クラブ協議会 本日は、次年度の運営について意見交換がされました。 

委員会報告 

第三分区第一回会長幹事会 

次年度ガバナー補佐 太田昭二 

開催日：２０１７年４月２２日(土) 午後６時 沼津ＲＳＨ 

出席者：第三分区会長幹事。ガバナー補佐事務局（梅田・伊藤） 

     次期ガバナー補佐太田。欠席１名 

①次年度事業計画案 ②次年度予算案 ③地区目標 

④クラブ目標 ⑤分区再編成について･･･星野年度より実行する。

生子ガバナーより近日中にガバナー補佐の決め方や役割、地区

規程について指示がある。 ⑥チェックシートについて･･･ＹＥＳ、

ＮＯで判断できない項目は横にコメントを付け加えて下さい。 

 

次回、第二回会長幹事会は、新旧合同で６月３日(土)の午後６時

より、沼津キャッスルホテルにて開催予定。 

 

 

米山梅吉記念館運営委員会 

委員長 川口尚史 

４月２２日に米山梅吉記念館の春季例祭が行われました。その

後、第４回ＩＭ実行委員会の打合せも行われました。 


